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ボクたちの 

「言語文化」フィールド  
 

●日本語を創り続けた「近代文学」 

クたちは、英語の Language に

対応する日本語を「言語」とし

ています。「ことば」が一つひ

とつのことばを指すWordに近

いイメージなのに対して、「言語」は、大き

な括りのようなイメージです。日本語と外

国語のように種類を表す括り、「言語環境」

「言語生活」「言語活動」ように、ことばの

アクションに関わる括りがあります。 

ボクたちが「言語」を大切にするのは、

「言語文化（Language Culture）」を考え

るからです。ご承知のとおり、日本の言語

文化には、長い歴史があります。平安文学

に始まり、時代の移り変わりと共に、数々

の作品を残して来ました。明治時代以降は、

日本語を作るという側面を持ちながら、「近

代文学（Modern Literature）」を発展させ

ました。日本語は、「近代文学」と共に発展

したと言っても過言ではありません。 

 

●震災以降の東北地方の「言語文化」 

日本大震災を経験して以降の

東北地方は、残念ながらその現

状や推移を伝える日本語で、暗

澹としたイメージを表現し、表

現されて来ました。事実としての被害状況

やいわゆる「復興」の推

移を伝えることは、確か

に大切です。また、当時

の様子を歴史に留める

ために、どこで、誰が、

どんな体験をし、どんな時間を過ごしたの

かを伝えることも大切です。それも、東北

地方を伝える「言語文化」のひとつです。 

 

●「文学」を超える言語文化 

も、ボクたちは、そういう東北

地方の「言語文化」に、不甲斐

なさを感じます。「言語」が復

興しなければ、いつまで経って

も、暗澹としたイメージが、つきまとって

しまうと感じるのです。 

ボクたちの考えでは、「言語文化」は、「文

学」とイコールではありません。近年の日

本文学は、商業化された文学という要素が

強く、エンターテイメント化が進んでいる、

とボクたちは認識しています。「売れる文学」

が求められる中で、地盤沈下を感じます。 

ボクたちは、「言語文化」の商業化やエン

ターテイメント化を否定はしません。でも、

「言語文化」を「文学」だけに求める時代

は、すでに終わっていると考えています。 

ボクたちの「ことば座農場（ファーム）」

は、広い「言語文化」のフィールドです。

明るく、のびのび育つポジティブなことば

たちを、東北地方の大地に吹く涼やかな風

と共に、多くの人に届けて行きたいのです。 

（2017 年 8 月 22 日） 
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